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論文内容の要旨

チトクロム C は最もよく研究されているタンパク質のひとつであるが，分子的多様性は酵母とマウス

において報告されているのみであった。この論文はイエバエにおいてイソチトクロム C が存在すること

を明らかにし，他の昆虫でもイソチトクロム C が存在するかど、うか調べた。さらにそれらの一次構造を

決定し，昆虫のチトクロム C遺伝子の進化について考察した。

イエバエには幼虫型と成虫型の 2 種類のチトクロム Cが存在し，両者は変態に伴なって変動する。両

チトクロム C の組織分布を調べると，飛期筋などの非常に呼吸活性の高い組織では成虫型チトクロム C

が主成分であり，その他の組織では幼虫型チ卜ロクロム Cが主成分であった。幼虫型チトクロム C は

構成的タンパク質で，成虫型チトクロム C は適応的タンパク質であると考えられる。ショウジョウパエ，

センチニクパエ， ミツバチなどで同様にイソチトクロム Cが存在するかどうか調べたところ， 1 種類し

か存在せず，イエバエの幼虫型チトロクロム C に相当する分子種は発現されていないと考えられる。

次にこれらのチトクロム Cの一次構造を決定したところ，幼虫型チトクロム C と成虫型チトクロム C

で 6 ケ所のアミノ酸置換が見られた。乙のことは，幼虫型チトクロム C はハエの種分化以前に遺伝子重

複lとより生じたことが示唆された。また，ショウジョウパエ，センチニクバエのチトクロム C の一次構

造の研究から，以前に報告されていたショウジョウパエ，らせんウジ、バエ，ヒツジキンバエのチトクロ

ム C の一次構造がまちがっている乙とが示唆された。ミツバチのチトクロム C の一次構造の研究により，

ミツバチのチトクロム C の進化速度が他の昆虫のものと比較して約 2 倍早いことが示され， ミツバチの

高度な社会性という進化上の大きな選択圧がこのような速い進化速度の原因となっているのかもしれな

し、。
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論文の審査結果の要旨

見虫の変態 lと伴う各種代謝系の変化はよく知られたところで，興味深いものであるが，井上氏は呼吸

系変化に伴うミトコンドリア構成成分の変化を分子レベソレで、追究しようとしたものである。もっとも分

子の性状がよく研究されているチトクロム C のアイソザイムの存否を求めて，先ずイエバエを材料とし

て幼虫，さなぎ，成虫のチトクロム C を精製したところ，幼虫からのものと成虫からのものと電気的性

質に差がある乙とを発見し，そのアミノ酸組成，ペプチドマッフ。から明らかに 2 つの相で異なるチトク

ロム C を発現していることを証明した。そこでこの変化を変態過程を通じて定量的に追跡し，幼虫では

幼虫型チトクロム C が圧倒的に多く，さなぎでは両チトクロムは共に減少し，成虫では幼虫型チトクロ

ム C はさほど増加しないが成虫型が急激に増大する乙とを認めた。乙の段階ではそれらの生理的意義に

ついては不明であるが，いずれにしろ乙の 2 つのチトクロムCの相異を確実にするため，その構造決定を行い，合

計それぞれ 107 残基から成ることを示し，相互に6残基のアミノ酸置換がある乙とが判明した。生理的意義を調べ

るために組織間での 2つのチトクロムCの分布差を調べ7こところ各組織特異性が認められた。それによると成虫

になるにつれて運動器管が発達するがこの場所で成虫型が誘導されるという傾向を明らかにした。従っ

て幼虫型は構成的であり，成虫型は誘導的であると結論した。合目的性を調べるためにそれぞれのチト

クロム酸化酵素を単離して交又反応を試みたが，とくに大きな差はみられなかった。このような現象が

見虫に一般的であるかど、うかを調べる目的で各種のハエ類， ミツバチを材料にチトクロム C の検定を行

ったが，いずれもイエバエのような変態に伴うアイソザイムの存在は認められなかった口しかし，その

幼虫から成虫に至る量的変化は全くイエバエと同様で 1 つのチトクロム Cが成虫になるにつれて増加し

てくる。このことは進化の過程で獲得したか，消失した遺伝子の発現機構と密に関係しており今后のこ

の分野での研究に興味ある問題を投げかけている口さらに井上氏は乙れらのチ卜クロム C の構造も決定

し，分子進化も論じた。

以上の成果は理学博士としての学位論文に十分価するものと認めるものである。
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